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提供価値ＳＵＢＡＲＵグループの
CSR重点６領域

“お客様第一”
を基軸に

「存在感と魅力ある」
企業を目指す

経営理念

ＳＵＢＡＲＵ

地 球 温 暖 化 や 人 権 問 題 、 少 子 高 齢 化 な ど 、 国 内 外 に は さ ま ざ ま な 社 会 課 題 が 山 積 し て お り 、
そ れ ら の 解 決 へ 向 け た 企 業 へ の 期 待 は ま す ま す 高 ま っ て い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の 事 業
領 域 に お い て も 、 環 境 負 荷 の 削 減 や 交 通 事 故 防 止 、 交 通 渋 滞 の 緩 和 な ど 、 多 様 な 社 会 課 題 へ の
取り組みが求められています。

そ の た め 私 た ち は 、 安 全 ・ 環 境 性 能 お よ び 品 質 に 優 れ た 商 品 の 開 発 ・ 生 産 ・ 販 売 は も ち ろ ん 、
企業市民として社会からの要請に応えるためのCSRに取り組み、社会課題に向き合っています。
自動車業界が100年に一度の変革期を迎え、社会環境が刻々と変わりゆく中、私たちが事業を通じて
社会に貢献し、ステークホルダーの期待・要請に応えていくためには、グループ・グローバルで
C S R の 取 り 組 み を 推 進 し 、 浸 透 さ せ る こ と が 必 要 で あ る と 考 え ま す 。 そ の た め 、 こ れ ま で の
CSR活動8項目を見直し、新たにCSR重点6領域を定めました。
C S R 重 点 6 領 域 の 考 え 方 を 取 り 入 れ 、 事 業 を 行 う こ と で 、 企 業 と し て の 社 会 的 責 任 を 果 た し 、
こ れ か ら も お 客 様 を は じ め と す る ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 「 安 心 と 愉 し さ 」 を 提 供 し て い き ま す 。
そ し て 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 真 の グ ロ ー バ ル 企 業 と し て 社 会 か ら 信 頼 さ れ る 企 業 と な り 、
より豊かで持続可能な社会づくりに貢献していきます。

CSRの考え方

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 、 事 業 を 通 じ て 社 会 に 貢 献 し 、
持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 を 目 指 し て C S R に 取 り 組 ん で い ま す 。

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の C S R

ＳＵＢＡＲＵグループのCSR
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当 社 は 企 業 理 念 に 基 づ い た 事 業 活 動 の 実 践 に 向 け て 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス を 順 守 し 、 社 会 的 責 任 を 果 た し
な が ら 行 動 し て い く た め の 企 業 行 動 規 範 を 定 め て い ま す 。 従 業 員 一 人 ひ と り が お 互 い を 尊 重 し な が ら 、
こ の 企 業 行 動 規 範 を 尊 び 同 じ 価 値 観 で 行 動 す る こ と を 通 じ て 、 豊 か な 社 会 づ く り に 貢 献 し 、 全 て の
ステークホルダーに信頼される企業となるべく努力を続けていきます。

企 業 行 動 規 範

1. 私たちは常に先進の技術の創造に努め、お客様に喜ばれる高品質で個性のある商品を提供します。
2. 私たちは常に人・社会・環境の調和を目指し、豊かな社会づくりに貢献します。
3.私たちは常に未来をみつめ国際的な視野に立ち、進取の気性に富んだ活力ある企業を目指します。

企 業 理 念

“お客様第一”を基軸に「存在感と魅力ある企業」を目指す。

経 営 理 念

私たちは、環境と安全に十分配慮して行動するとともに、創造的な商品とサービスを開発、
提供します。
私たちは、一人ひとりの人権と個性を尊重します。
私たちは、社会との調和を図り、豊かな社会づくりに貢献します。
私たちは、社会的規範を順守し、公明かつ公正に行動します。
私たちは、国際的な視野に立ち、国際社会との調和を図るよう努めます。

1 .

2 .
3 .
4 .
5 .

企業行動規範
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2009年6月改定

私たちは、企業行動規範に基づき、法令、人権、国際行動規範、ステークホルダーの権利およびモラルを
尊重します。
私たちは、企業市民として、現代社会が抱える世の中の社会問題の改善に向けて取り組みます。

1.

2.  

C S R 方 針

ＳＵＢＡＲＵグループのCSR重点領域の経営への反映

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 、 新 中 期 経 営 ビ ジ ョ ン 「 S T E P 」 に 合 わ せ 、 C S R の 取 り 組 み に つ い て も 従 来 の
「 C S R 活 動 8 項 目 」 を 見 直 し 、 「 C S R 重 点 6 領 域 」 ― 「 人 を 中 心 と し た 自 動 車 文 化 」 「 共 感 ・ 共 生 」
「安心」「ダイバーシティ」「環境」「コンプライアンス」―を定めました。
重点領域の選定に当たっては、まずCSR重点項目として社会的要請の高い41項目を抽出した上で、北米や
国内の有識者・投資家へのアンケートを実施しました。最終的に「事業の強みを活かして社会に貢献する
領 域 」 と 「 社 会 の 要 請 に 応 え る 領 域 」 の 2 つ の 視 点 か ら 考 え ま し た 。 そ の 結 果 、 事 業 の 強 み を 活 か し て
社会に貢献する領域として、「人を中心とした自動車文化」「共感・共生」「安心」「ダイバーシティ」の
4つを、社会の要請に応える領域として、「安心」「ダイバーシティ」「環境」「コンプライアンス」の
4つを選定しました。「安心」と「ダイバーシティ」が重複していますが、「安心」については、社会の
要請とＳＵＢＡＲＵグループの事業の強みが合致している領域であり、「ダイバーシティ」については、
社会から求められるダイバーシティだけでなく、お客様に提供する商品のダイバーシティを含めた広義の
ものと捉えたためです。
さ ら に 、 信 頼 回 復 の た め に 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー へ の 情 報 公 開 や 対 話 、 ま た 経 営 へ の 反 映 な ど が 不 可 欠 で
あることから、6つの重点領域（6M、M=マテリアリティ）に、ステークホルダーへの「情報公開・対話、
および経営への反映」(1E、E=エンゲージメント）を加えた「6M+1E」で取り組みを進めていきます。

C S R 重 点 6 領 域 策 定 プ ロ セ ス

▲

▲情報公開・対話
▲経営への反映 ステークホルダー
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の C S R の 取 り 組 み は 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 と の 関 わ り に 重 点 を 置 く と 共 に 、
ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 へ の 情 報 公 開 や 対 話 、 ま た 経 営 へ の 反 映 が 必 要 不 可 欠 で あ る と 考 え ま す 。
経 営 理 念 に あ る 「 存 在 感 と 魅 力 あ る 企 業 」 を 実 現 す る た め に 、 今 後 と も ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 か ら
信頼される企業を目指して、継続的に社会の発展へ貢献すると共に、企業価値の向上を図っていきます。

ＳＵＢＡＲＵグループとステークホルダーとの関係
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ＳＵＢＡＲＵグループのステークホルダーと
CSR重点６領域の関係性

ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 と の 関 わ り

グループ会社各部門各委員会

事務局：CSR環境部

CSR委員会

経営会議

取締役会

CSR推進体制

CSRの取り組みを議論する場として「CSR委員会」を設け、各委員会、各部門のPDCAの状況を確認します。
CSR委員会は、委員長を取締役会長とし、全役員がメンバーとして加わり、事業を社会的側面から考察し、
取り組みの強化を図っていきます。

C S R 推 進 体 制
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※ Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 乗 車 中 の 死 亡 事 故 お よ び Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ と の 衝 突 に
よ る 歩 行 者 ・ 自 転 車 な ど の 死 亡 事 故 を ゼ ロ に

2030年に向けた持続可能な未来を実現するための開発目標
SDGs（Sustainable Development Goals）への対応に
つ い て は Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ と し て 重 要 性 を 認 識 し て
い ま す 。 特 に 気 候 変 動 へ の 対 応 に つ い て は 2 0 3 0 年 度 に
ＳＵＢＡＲＵグループが直接排出するCO2（スコープ1,2）
の30％削減（2016年度比・総量ベース）、交通事故による
死 傷 者 低 減 に つ い て は 、 2 0 3 0 年 に 死 亡 交 通 事 故 ゼ ロ ※ を
目標に掲げ、持続可能な社会づくりに貢献していきます。

S D G ｓ へ の 取 り 組 み

ＳＵＢＡＲＵグループのステークホルダーとのコミュニケーション方法




